
世
直
し
一
揆
勢
、五
日
市
村
へ

「
ま
い
ま
い
坂
の
衝
突
」（
あ
き
る
野
）

薩
邸
浪
士
を
阻
め
！

「
壺
伊
勢
事
件
」（
八
王
子
）
農兵の活躍②

青梅　真心会が音頭

民間の連携で新たな高齢者事業展開を

Ｒ
・
カ
ー
タ
ー
の
ベ
ー
ス
に
酔
う

坊
主
バ
ー
も
オ
ー
プ
ン

青
梅
・
宗
建
寺
で
真
夏
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
職
員
が
講
演

ス
プ
リ
ン
グ
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
で

「何のために生きるか問われる時代」
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
ト
リ
オ
で
披
露

　特　　　集　（７） 第号（第三種郵便物認可）年（平成年）月日（金曜日）

現
在
は
呉
服
屋
と
し
て
営
業
し
て
い
る
伊
勢
屋

　
江
戸
の
薩
摩
藩
邸
に
は

各
地
の
脱
藩
浪
士
が
集
ま

り
、
浪
士
隊
と
し
て
幕
府

へ
の
挑
発
行
動
を
続
け
て

い
た
。
彼
ら
は
関
東
各
地

で
同
時
挙
兵
を
企
て
、
慶

応
３
（
１
８
６
７
）
年


月
、
下
野
国
出
流
山
で
一

隊
が
挙
兵
し
、
翌
月
に
幕

府
方
の
関
東
取
締
出
役
率

い
る
農
兵
を
主
力
と
し
た

討
伐
軍
に
壊
滅
さ
せ
ら
れ

た
事
件
を
起
こ
し
て
い

る
。

　
同
年

月
に
、
甲
府
城

焼
き
討
ち
を
計
画
す
る
浪

士
隊
を
農
兵
が
八
王
子
宿

で
阻
ん
だ
事
件
が
あ
っ

た
。
こ
の
事
件
は
、
浪
士

た
ち
が
宿
泊
し
て
い
た
宿

の
名
か
ら「
壺
伊
勢
事
件
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

月

日
、
江
戸
を
出

発
し
た
浪
士
隊
は
途
中
二

手
に
別
れ
、
鯉
淵
四
郎
率

い
る
一
隊
は
相
模
国
の
陣

屋
焼
き
討
ち
を
、
上
田
修

理
率
い
る
も
う
一
隊
８
人

は
幕
府
の
前
衛
基
地
・
甲

府
城
焼
き
討
ち
を
目
指
し

た
。
上
田
隊
は
八
王
子
宿

の
伊
勢
屋
と
妓
楼
千
代
住

で
宿
を
と
っ
た
が
、
幕
府

側
の
会
津
藩
が
浪
士
ら
の

動
き
を
警
戒
し
密
偵
を
潜

入
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
酒
宴
を
抜
け
出
し
た
密

偵
は
八
王
子
に
宿
泊
し
て

い
る
の
は
８
人
だ
が
、
先

発
の

人
が
今
日
明
日
に

も
八
王
子
に
や
っ
て
き
て

合
流
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
野
火
止
（
現

在
の
新
座
市
）
あ
た
り
の

博
徒

人
ほ
ど
が
小
仏
に

向
か
い
、
後
で
浪
士
数
十

人
と
と
も
に
甲
府
を
占
拠

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　
密
偵
の
報
告
で
今
夜
を

逃
せ
ば
人
数
が
増
え
、
手

に
負
え
な
く
な
る
と
韮
山

代
官
手
代
ら
は

日
深

夜
、
駒
木
野
（
八
王
子
）

・
日
野
の
農
兵
ら
を
指
揮

し
、
酒
を
飲
み
寝
よ
う
と

し
て
い
た
浪
士
ら
を
襲

撃
。
日
野
の
農
兵
隊
に
は

新
選
組
・
土
方
歳
三
の
義

兄
佐
藤
彦
五
郎
も
加
わ

り
、
激
し
い
戦
い
と
な
っ

た
。
こ
の
戦
い
で
浪
士
隊

は
２
人
が
死
亡
し
た
ほ

か
、
宿
か
ら
脱
出
し
た
も

の
の
見
つ
か
り
浅
川
の
河

原
で
斬
首
さ
れ
た
者
２

人
、
農
兵
側
も
２
人
の
死

者
を
出
し
た
。

　
隊
長
の
上
田
修
理
を
含

む
４
人
は
な
ん
と
か
江
戸

の
薩
摩
藩
邸
に
逃
げ
帰
っ

た
が
、

日
に
庄
内
藩
が

薩
摩
藩
邸
を
攻
撃
。
旧
幕

府
は
薩
摩
藩
邸
か
ら
逃
亡

し
た
浪
士
ら
を
逮
捕
す
る

よ
う
命
令
を
下
し
、
韮
山

代
官
所
に
も
農
兵
を
使
う

よ
う
命
じ
た
。
農
兵
ら
は

箱
根
の
関
所
を
破
り
逃
走

中
だ
っ
た
浪
士
ら
を
捕
ら

え
た
が
、
上
田
修
理
は
生

き
延
び
京
都
へ
脱
し
た
。

【
そ
の
後
】

　
翌
年
、
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
で
旧
幕
府
方
が
敗
北

し
、
朝
廷
か
ら
追
討
令
が

出
さ
れ
た
。
新
政
府
軍
が

東
征
を
進
め
る
中
、
新
政

府
に
恭
順
す
る
こ
と
を
決

め
た
韮
山
代
官
・
江
川
英

武
は
京
都
へ
赴
い
た
。

　
英
武
の
宿
所
に
、
同
志

を
殺
さ
れ
た
恨
み
を
忘
れ

て
い
な
い
鯉
淵
四
郎
と
薩

摩
藩
士
が
訪
れ
、
八
王
子

で
没
収
さ
れ
た
武
器
類
、

金
銭
を
返
還
し
、
上
田
隊

を
襲
っ
た
代
官
所
手
代
ら

の
首
級
を
差
し
出
す
よ
う

迫
っ
た
。
英
武
ら
は
事
件

の
始
末
書
を
提
出
、
金
銭

も
返
還
し
た
が
、
「
手
代

ら
は
今
は
も
う
江
川
家
と

関
係
が
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
か
ば
い
、
首
級
の

件
は
断
っ
て
い
る
。

　
の
ち
に
、
薩
摩
側
の
態

度
は
軟
化
す
る
が
、
そ
れ

は
薩
邸
浪
士
隊
副
総
裁
・

落
合
直
亮
や
梅
沢
三
司
ら

の
仲
介
が
あ
っ
た
か
ら
だ

っ
た
。
落
合
直
亮
は
、
尊

王
攘
夷
の
志
士
と
し
て
活

動
し
て
い
た
が
、
武
蔵
国

多
摩
郡
駒
木
野
の
小
仏
峠

の
関
守
の
子
で
、
梅
沢
三

司
は
高
島
流
砲
術
の
江
川

門
人
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
農
兵
を
保
持
し

て
い
る
こ
と
を
危
険
視
さ

れ
た
英
武
は
、

日
以
上

京
に
留
ま
ら
せ
ら
れ
て
い

た
が
、
江
川
門
下
で
砲
術

を
学
ん
だ
木
戸
孝
允
（
桂

小
五
郎
）
が
理
解
を
示
し

た
こ
と
で
、
帰
郷
を
許
さ

れ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
日
野
の
佐
藤
彦

五
郎
ら
は
、
新
政
府
へ
恭

順
し
た
江
川
家
と
は
別
の

道
を
選
択
し
た
。
彦
五
郎

ら
は
有
志
で
「
春
日
隊
」

を
結
成
、
隊
員

人
中
の


人
が
農
兵
出
身
者
だ
っ

た
。
同
隊
は
新
選
組
の
後

身
・
甲
陽
鎮
武
軍
と
と
も

に
「
甲
州
柏
尾
戦
争
」
に

参
加
す
る
な
ど
、
そ
の
後

も
新
政
府
軍
へ
の
抵
抗
を

続
け
た
が
敗
北
。
彦
五
郎

は
帰
郷
し
潜
伏
し
て
い
た

が
、
日
野
宿
有
志
の
歎
願

で
公
職
に
復
帰
し
た
。

　
６
月

日
夕
方
、
五
日

市
村
に

歳
く
ら
い
の
見

た
こ
と
も
な
い
男
が
現
れ

た
。
そ
れ
は
一
揆
勢
の
使

者
で
、
各
村
と
同
じ
要
求

を
五
日
市
村
の
名
主
に
要

求
。
不
承
知
な
ら
村
を
焼

き
払
う
と
言
わ
れ
要
求
を

飲
ん
だ
も
の
の
、
「
人
数

が
足
り
な
い
の
で
、
加
勢

と
し
て
１
０
０
人
を
出
し

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
名

主
は
そ
れ
を
拒
絶
。
使
者

は
受
け
入
れ
ず
「
人
を
出

さ
な
い
と
い
う
の
は
勘
弁

な
ら
な
い
。
青
梅
村
あ
た

り
に
頭
取
（
リ
ー
ダ
ー
）

が
い
る
か
ら
、
誰
か
一
緒

に
来
て
く
れ
」
と
、
数
人

の
農
民
を
連
れ
青
梅
へ
向

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
揆

勢
は
移
動
し
誰
も
い
な
か

っ
た
た
め
、
何
事
も
な
く

農
民
ら
は
五
日
市
村
に
戻

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
も
な
く
、一
揆
勢
が


日
夜
に
乱
入
す
る
と
い

う
噂
が
流
れ
、五
日
市
村

の
多
く
の
住
人
が
山
中
や

親
類
の
元
に
避
難
し
た
。

同
村
で
は
乱
暴
人
が
や
っ

て
き
た
と
き
は
、近
隣
の

村
々
と
力
を
合
わ
せ
防
ぐ

約
束
を
交
わ
し
て
い
た
の

で
、「
万
が
一
、噂
通
り
一

揆
勢
が
襲
っ
て
き
た
ら
半

鐘
を
打
つ
か
ら
す
ぐ
駆
け

付
け
て
く
れ
」と
急
い
で

近
隣
の
村
々
に
連
絡
を
入

れ
た
。

　
果
た
し
て
、
日
の
午

前
３
時
ご
ろ
、ほ
ら
貝
を

吹
き
鳴
ら
し
２
千
人
の
一

揆
勢
が
大
久
野
村（
現
日

の
出
町
）か
ら
五
日
市
村

を
目
指
し
押
し
寄
せ
て
き

た
。

　
「
村
を
焼
き
払
う
」
と

ま
で
言
わ
れ
た
同
村
民
は

団
結
、
約
５
０
０
人
も
が

防
衛
隊
に
参
加
し
、
さ
ら

に
近
隣
の
村
々
や
檜
原
村

か
ら
も
応
援
が
駆
け
付

け
、
約
１
千
人
が
青
梅
古

道
の
ま
い
ま
い
坂
を
防
衛

線
と
し
小
倉
台
地
上
に
配

置
さ
れ
、
一
揆
勢
を
待
ち

受
け
た
。

　
幕
府
か
ら
貸
し
与
え
ら

れ
た
農
兵
隊
の
鉄
砲
や
、

普
段
か
ら
猟
や
害
獣
対
策

に
使
っ
て
い
た
鉄
砲

丁

で
武
装
し
た
鉄
砲
隊
が
、

暗
闇
の
中
迫
っ
て
き
た
一

揆
勢
に
一
斉
射
撃
、
竹
槍

隊
も
立
ち
向
か
い
、
２
時

間
に
わ
た
っ
て
戦
闘
が
行

わ
れ
た
。

　
初
め
て
活
躍
の
場
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

秋
川
農
兵
隊
は
、
大
久
野

村
か
ら
平
井
村
、
伊
奈
村

に
一
揆
勢
が
行
き
先
を
変

え
る
可
能
性
も
考
え
、
３

つ
に
分
か
れ
て
防
衛
し
て

い
た
た
め
、
ま
い
ま
い
坂

に
は

人
が
備
え
て
い

た
。
「
秋
川
隊
」
の
旗
を

持
ち
農
兵
帽
を
か
ぶ
っ
た

彼
ら
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練

を
活
か
し
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
を
果
た
し
た
。

　
一
揆
勢
は
鉄
砲
と
強
力

な
竹
槍
隊
に
阻
ま
れ
逃

走
、

人
の
捕
虜
が
捕
ら

え
ら
れ
た
。
死
者
も
出
た

よ
う
だ
っ
た

が
、
一
揆
勢

が
遺
体
を
持

ち
去
っ
た
ら

し
く
戦
闘
直

後
は
死
者
の

数
は
分
か
ら

な
か
っ
た
と

い
う
。ま
た
、

一
揆
勢
は


～

人
ほ
ど

の
別
動
隊
も

組
織
し
、
同

村
の
北
か
ら

侵
入
し
よ
う

と
計
画
し
て

い
た
が
、
見

つ
け
ら
れ
多

く
の
捕
虜
を

残
し
て
逃
げ
去
っ
た
。
防

衛
側
は
怪
我
人
も
出
ず
、

勝
利
を
喜
び
合
っ
た
。

　
昼
に
な
り
、日
の
丸
と

「
尽
忠
報
国
」の
旗
を
掲
げ

陣
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

韮
山
代
官
所
の
手
代
が
八

王
子
の
駒
木
野
農
兵
を
率

い
て
到
着
。続
い
て
砂
川

組
歩
兵
、槍
組
の
約
１
０

０
人
も
着
き
、五
日
市
宿

中
を
固
め
た
。一
揆
勢
が

仕
返
し
に
来
る
と
い
う
噂

は
噂
で
終
わ
り
、生
け
捕

り
に
さ
れ
た
一
揆
勢

人

に
対
し
同
村
で
は「
彼
ら

は
人
足
と
し
て
強
制
的
に

連
れ
て
い
か
れ
た
者
た
ち

だ
」と
寛
大
な
処
置
を
嘆

願
し
た
が
、幕
府
の
態
度

は
厳
し
く
、彼
ら
は
八
王

子
を
経
て
江
戸
に
送
ら

れ
、一
か
月
後
、半
数
が
獄

死
す
る
運
命
を
辿
っ
た
。

　
商
業
で
栄
え
、
農
民
で

あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
手

仕
事
で
収
入
を
得
て
い
た

五
日
市
村
で
は
、
世
直
し

一
揆
に
進
ん
で
参
加
す
る

者
は
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
一
揆
を
起
こ
す
ほ
ど

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
貧
し

い
農
民
が
、
こ
れ
ほ
ど
多

く
い
た
こ
と
に
当
時
の
人

々
は
何
を
感
じ
た
だ
ろ

う
。
こ
の
一
揆
に
人
々
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
同
村

内
で
は

日
か
ら
米
の
安

売
り
が
行
わ
れ
、
名
主
は

戸
別
に
一
両
程
度
の
施
金

も
行
っ
た
。

　
青
梅
市
千
ケ
瀬
の
古
刹

・
宗
建
寺
（
棚
橋
正
道
住

職
）
本
堂
に
７
月

日
、

世
界
的
な
ベ
ー
シ
ス
ト
、

ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
の
ベ
ー

ス
が
響
き
、
同
寺
境
内
に

は
「
坊
主
バ
ー
」
が
開
か

れ
、
来
場
者
は
グ
ラ
ス
を

傾
け
て
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に

酔
っ
た
。

　
同
寺
は
宝
徳
３
（
１
４

５
０
）
年
に
没
し
た
浄
土

宗
の
和
尚
が
開
山
。
そ
の

後
、
臨
済
宗
建
長
寺
派
の

禅
寺
と
な
り
、
棚
橋
住
職

は

世
。
写
経
会
、
読
経

会
、
ご
詠
歌
の
ほ
か
、
仏

像
彫
刻
、
水
墨
画
教
室
な

ど
を
開
催
し
、
地
域
の
寺

子
屋
と
し
て
親
し
ま
れ
て

お
り
、
青
梅
七
福
神
の
一

つ
で
市
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
は
多
い
。

　
坊
主
バ
ー
は
そ
れ
ら
の

催
し
物
の
後
に
「
ち
ょ
っ

と
休
め
る
場
所
を
」
と
の

住
職
の
発
案
で

年
ほ
ど

前
に
企
画
。
青
梅
青
年
会

議
所
仲
間
だ
っ
た
出
入
り

業
者
ら
が
和
風
で
も
な

く
、
洋
風
で
も
な
い
「
青

梅
で
一
番
か
っ
こ
よ
い
バ

ー
を
造
ろ
う
」
と
長
テ
ー

ブ
ル
な
ど
を
利
用
し
、
高

さ
１
１
０
０
×
奥
行
き
４

５
０
×
幅
２
４
０
０
㍉
の

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
が
完

成
。
教
室
の
た
び
に
オ
ー

プ
ン
。
布
教
に
も
務
め
１

時
間
お
き
に
お
経
も
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
日
は
、
客
殿
の

入
り
口
に
設
け
ら
れ
、
作

務
衣
姿
で
市
内
の
地
蔵
院

副
住
職
・
大
井
博
文
さ
ん

が
カ
フ
ェ
ラ
テ
担
当
、
棚

橋
宗
親
さ
ん
が
ド
リ
ン
ク

全
般
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
入

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス

タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し

た
。
客
間
に
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
設
定

さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
ほ

ろ
酔
い
気
分
で
ロ
ン
・
カ

ー
タ
ー
の
ベ
ー
ス
を
楽
し

ん
だ
。

　
本
堂
で
は
、
棚
橋
住
職

が
「
仏
教
の
教
え
に
薫
習

（
く
ん
じ
ゅ
う
）
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
香
り
が
移

る
こ
と
で
良
い
人
に
近
づ

く
と
良
い
人
に
、
悪
い
人

に
近
づ
く
と
悪
い
人
に
な

る
、
と
い
う
教
え
。
音
楽

や
芸
術
な
ど
も
同
じ
で
ト

リ
オ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
間
近
で
堪
能
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ロ
ン

・
カ
ー
タ
ー
さ
ん
に
国
内

外
で
活
躍
す
る
ギ
タ
リ
ス

ト
山
口
武
さ
ん
、
ド
ラ
ム

の
ル
イ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
さ

ん
が
加
わ
っ
た
ト
リ
オ
が

演
奏
。
山
口
さ
ん
の
「
オ

ン
・
タ
イ
ム
」
を
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
「
ザ
ッ
ツ
・
オ

ー
ル
」
「
ラ
ウ
ン
ド
・
ミ

ッ
ド
ナ
イ
ト
」
「
ワ
ー
ク

ソ
ン
グ
」
な
ど
ジ
ャ
ズ
の

名
曲
を
次
々
と
演
奏
。
本

堂
を
埋
め
た
２
０
０
人
の

聴
衆
か
ら
は
、
指
笛
が
鳴

り
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
と
歓
声
が
湧
き
起
こ
っ

た
。

　
ロ
ン
さ
ん
は
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
音
楽
院
で
修
士
号

を
取
得
し
、
チ
コ
・
ハ
ミ

ル
ト
ン
の
グ
ル
ー
プ
を
皮

切
り
に
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

ビ
ス
、
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ

ー
タ
ー
、
ハ
ー
ビ
ー
・
ハ

ン
コ
ッ
ク
ら
一
流
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
共
演
。
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン

を
け
ん
引
し
て
き
た
ジ
ャ

ズ
界
の
巨
人
。

年
前
か

ら
日
本
で
も
山
口
さ
ん
と

の
デ
ュ
オ
で
日
本
ツ
ア
ー

を
行
う
な
ど
し
て
フ
ァ
ン

も
多
い
。
宗
建
寺
で
の
演

奏
は

年
目
を
数
え
る
。

　
「
宗
建
寺
で
の
演
奏
を

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
自
分
に
厳
し
く
他
者

に
優
し
い
修
行
僧
の
よ
う

な
人
で
、
日
本
人
よ
り
日

本
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
村
田

起
代
子
さ
ん
。
ロ
ン
さ
ん

は
「
棚
橋
和
尚
と
は
心
の

通
底
で
つ
な
が
り
深
い
絆

を
感
じ
て
い
る
」と
い
い
、

棚
橋
さ
ん
も
「
縁
で
し
ょ

う
ね
ぇ
」と
話
し
て
い
た
。

　
青
梅
市
野
上
町
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ま

ご
こ
ろ
ハ
ウ
ス
」
を
運
営

す
る
「
真
心
会
」
の
島
田

靖
成
社
長
は
「
超
高
齢
社

会
に
向
け
、
民
間
事
業
者

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
新
た
な
事
業
展
開

を
」
と
、
７
月
と
８
月
に

介
護
福
祉
に
関
す
る
異
業

種
提
携
合
同
説
明
会
を
開

催
し
た
。

　
会
場
は
、
同
社
の
「
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

館
」
（
同
市
河
辺
町
）
。

同
館
は
、
地
域
高
齢
者
福

祉
の
充
実
を
目
指
す
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

市
内
外
か
ら
、行
政
書
士
、

建
築
業
者
、集
音
器
会
社
、

高
齢
者
専
用
旅
行
会
社
、

葬
儀
会
社
、
介
護
予
防
事

業
者
、
医
療
法
人
な
ど
延

べ

社
が
参
加
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
島
田
社

長
が
「
今
年
１
月
末
時
点

で
要
介
護
者
認
定
数
が
約

６
４
０
万
人
に
」
な
ど
超

高
齢
社
会
の
現
状
を
説

明
。
高
齢
者
の
置
か
れ
た

状
況
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
「
既
存
概
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
民
間
な
ら

で
は
の
柔
軟
な
発
想
で
連

帯
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

事
業
展
開
が
で
き
る
」と
、

民
間
事
業
の
特
性
を
生
か

し
た
仕
組
み
作
り
の
必
要

性
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。

　
各
事
業
者
か
ら
は
、
現

行
事
業
で
高
齢
者
を
対
象

に
し
て
い
る
取
り
組
み

や
、
今
後
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
事
業
内
容
な
ど
が

熱
く
語
ら
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
他

社
の
工
夫
に
ヒ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
。
提
携
し
、
よ
り

幅
広
い
事
業
が
展
開
で
き

そ
う
な
予
感
が
す
る
」

「
一
社
で
は
で
き
な
い
こ

と
で
も
、
連
携
し
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
」

な
ど
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
今
後
の
事
業
展
開
に
関

し
て
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

は
同
館
（
０
４
２
８
・


・
３
４
６
０
）
へ
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
ユ
ネ
ス
コ

ク
ラ
ブ（
内
田
喜
之
会
長
、

東
大
和
市
）
は

日
、
東

進
衛
星
予
備
校
立
川
南
口

校
で
恒
例
の
「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
！
運
動
」
講

演
会
を
開
催
。
高
校
生
約


人
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ー

ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
職
員
で
医
学
博

士
の
藤
野
康
之
さ
ん
の
講

演
を
聴
き
、
平
和
の
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

　
藤
野
さ
ん
は
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
を
目
指
し
て
大

学
に
進
学
し
た
が
け
が
の

た
め
に
断
念
。
目
標
を
失

っ
た
と
き
、
国
連
の
資
料

で
世
界
で
は
毎
年
１
２
７

０
万
人
の
子
ど
も
が
５
歳

ま
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
途
上
国
の

た
め
に
働
く
こ
と
を
決
意

し
た
。
「
英
国
の
大
学
に

進
学
し
て
国
際
協
力
や
開

発
の
分
野
を
学
び
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
職
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ

の
ル
ワ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ

た
が
、
目
の
前
で
肺
炎
や

下
痢
で
子
ど
も
が
死
ん
で

い
く
事
実
は
止
め
ら
れ

ず
、
無
力
感
を
持
っ
て
帰

国
し
た
」
と
、

歳
ま
で

の
挫
折
と
現
実
の
厳
し
さ

を
語
っ
た
。

　
医
学
知
識
の
必
要
性
を

感
じ
て
藤
野
さ
ん
は
働
き

な
が
ら
新
潟
大
学
に
進

学
。

歳
で
博
士
号
を
取

得
。
結
婚
と
共
に
現
職
に

就
き
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
仕

事
を
始
め
た
。

　
助
産
師
が
人
口
１
万
人

に
１
人
し
か
い
な
い
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
、
補
助
助
産

師
の
育
成
や
出
産
環
境
の

整
備
、
栄
養
学
の
普
及
や

女
性
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に

従
事
し
た
。
現
地
に
は
電

気
が
な
く
、
闇
の
中
で
危

険
な
出
産
が
行
わ
れ
て
い

た
。
藤
野
さ
ん
ら
は
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
と
横
浜
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
に
協
力
を
得
て
ホ

ー
ム
ラ
ン
が
出
る
度
に
照

明
器
具
が
寄
付
さ
れ
る
仕

組
み
を
作
り
、
３
年
で
約

千
台
の
携
帯
照
明
が
贈
ら

れ
た
と
報
告
＝
写
真
。

　
「
期
待
に
応
え
た
い
一

心
で
若
い
女
性
た
ち
が
親

元
を
離
れ
て
学
ん
で
い

た
。
出
産
の
立
ち
合
い
で

は
気
を
失
う
子
も
い
た

が
、
国
の
将
来
の
た
め
に

頑
張
る
姿
は
感
動
的
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　
へ
そ
の
緒
は
不
純
な
も

の
と
い
う
考
え
が
あ
る
村

も
あ
り
、
不
衛
生
な
鉈
で

へ
そ
の
緒
を
切
る
産
婆
も

い
た
。
し
か
し
医
学
的
に

正
し
い
こ
と
を
押
し
付
け

て
も
彼
ら
は
聞
か
な
い
。

現
地
の
文
化
風
習
を
知

り
、
信
頼
関
係
を
作
っ
た

上
で
丁
寧
に
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
こ
と
が
啓
蒙
活

動
で
は
大
切
だ
と
話
し

た
。

　
藤
野
さ
ん
は
国
連
が
２

０
３
０
年
を
目
標
に
掲
げ

る
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
＝
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
、

通
称
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゴ

ー
ル
ズ
」
を
紹
介
。
「
高

齢
化
や
格
差
の
広
が
り
は

先
進
国
、
途
上
国
に
共
通

す
る
課
題
と
な
っ
た
。
皆

さ
ん
が
活
躍
す
る
社
会
は

単
な
る
自
己
犠
牲
の
中
に

成
立
す
る
も
の
で
は
な

い
。
利
己
的
な
気
持
ち
を

捨
て
、
今
生
活
す
る
場
の

課
題
を
解
決
す
る
中
に
世

界
の
平
和
が
結
び
つ
く
こ

と
を
目
指
す
社
会
に
な

る
。
ぜ
ひ
国
連
の
こ
の
目

標
の
詳
細
を
読
ん
で
皆
さ

ん
の
将
来
の
目
標
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
夢
が
見
つ
か

り
ま
す
。
感
謝
と
と
も
に

他
者
の
た
め
に
自
分
の
限

界
を
超
え
て
い
っ
て
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
親
の
期
待
に
応
え
た
い

が
た
め
に
目
標
が
分
か
ら

な
く
な
る
。
ど
う
や
っ
た

ら
目
標
が
見
つ
か
る
の

か
」
と
の
質
問
も
。
藤
野

さ
ん
は
「
私
も
幾
度
も
迷

う
中
で
友
人
や
恩
師
、
家

族
と
、
何
故
そ
の
目
標
を

定
め
た
の
か
幾
度
も
話

し
、
率
直
に
意
見
を
求
め

た
。
一
時
期
待
と
外
れ
て

い
て
も
、
自
身
が
行
動
し

実
現
す
る
中
に
理
解
と
応

援
の
声
が
生
ま
れ
た
」
と

目
標
に
た
ど
り
着
き
夢
を

実
現
す
る
喜
び
を
伝
え
て

い
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は

年
に
西

多
摩
地
域
な
ど
で
Ｉ
Ｎ
Ｇ

進
学
教
室
を
展
開
す
る
学

光
社
（
岡
田
弘
行
代
表
）

が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
か
ら
職
域
と
し
て
認
証

を
受
け
活
動
を
開
始
。
同

連
盟
が
２
０
１
０
年
か
ら

毎
年
７
月
か
ら
２
か
月
間

日
本
各
地
で
「
世
界
の
平

和
を
願
い
、
鐘
を
鳴
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
や

大
人
の
心
に
共
鳴
さ
せ
る

活
動
」
と
し
て
継
続
さ
れ

て
い
る
。

　
岡
田
代
表
は
「
予
備
校

は
あ
る
意
味
で
エ
ゴ
の
塊

か
も
し
れ
な
い
。
今
は
自

分
の
こ
と
で
精
一
杯
か
も

し
れ
な
い
が
、
将
来
は
平

和
を
願
い
、
周
囲
の
人
と

世
界
の
人
の
た
め
に
働
く

人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。


